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　1， 「研究目的

本確班翻和47鰐来細麟死の研獺査を慰

ている
が，年度を重ねるにつれジ地域を拡げるにっれ，

突然死による死亡は多くなってい1る・　　　讃

　然し現在一般には突然死にづいて・ まだ余り知られで

し、な“話師の死亡診断髄取も羨然死という概念1

が理解されていない為か，発病か1ら死亡まで極めて短時・

間で潤らかに突然死と思われる1ものに対しても・ 心不

全とか‘肺炎等の診断名が書かれている凄がある。　 ヱ

・黙死の搬について佛ど鰯れてレ・ない・我力輯

に於騒乳児突然死（s・1蕩）の搬調査は酒脚

松島が
昭和4㌘年に東京都，埼玉県）川崎市及び札幌市に・

於セ嘩例を儲したのが脚である・然しその発蛎

麟晦・・…対・・56 （孚し勉・769対1人）で・畔

の報蔀比褐とかなり離砺った・これ嫉騨国

で，麺突然死が医鰍も一拠もまだ余りよく知暁．

てい轡為と， 欧米では突羅曝のも燃るものも・・レ

死亡碑上突然死の獺に入獅れることカミ多い為姥

考えぢれる。　　　　　　　　　　　 r　　　

　そこで本年は繊を拡げ訓雌県と北輔全道の乳
児死ゆら，明らかに突然痂蔀られるもの汲び突1、

然死腺瀞なもの，吏に，突然死の疑のもた騒もの

も調査し，その厳離，．並びに乳確然死の発生に及

附条件輝噸範た・

　∬研究方法．ε三一

　1）対象児の選出方法
　①　突然死（Sαdd鴫14ant　Death〔S・LD・と略〕）1

の定義はR・Stri搬e縄のセ・う次の定義を採用した。

　即ち生後8日目…y草rウ角30日 （満1歳）までの期間に

一見元気に見えたものや，最後の疾患が死亡する程重く

ないのに，死亡している状態でみつけたか，死亡しかカ）

った状鰹み舛碗院につくまで翫亡した参・・購

1時間以内K死亡 』なものをいう。

　②　乳児死亡小票の使用許可を行政管理庁よりとり，

厚蜂統諦報勲即を得て対郷を選出した・
　③　昭和49年度旗海道全導，九州全県に於1ナる乳犀拓

亡標のうち，噸姉死亡迄の期酵2日膿のもの

を先ず抽出（第聴ろ Fク リーニソグ）・ その中から明ら

かに突然死と考え1室乳う群（什），突然死の疑炉漂導蓼も

の（＋），突然死膿茄るもの（土）と羨然死が否定で

きる群（一）に分蕨聯2灘クリ仁ニソ挙）・・そ堺

顎礁盤葬　の時間轡㌧㌧
　選出した突然死例〔（昏）群，（十〉群，（±）群〕にっいて p！
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その地域の対象母数に基づいて発生頻度を算出した。

　3）　突然死発生頻度と共に死亡小票から，突然死の発

生に関連のあると思われる因子の分析を行った。

　皿研究成績

　1）乳児突然死の頻度

　①　乳児突然死の頻度を全体からみると，第1表の如

くである。即ち昭和49年北海道全道，九州全県に於ける

出生総数は300，517名，乳児突然死数は 37β名であった

ので，乳児人口1万人対のS，1．D数は12．4でおり，乳

児808名に1名の突然死が見られた。

　②S。1．Dを明らかに突然死と思われる群（什），疑

濃厚なもの（＋），突然死の疑われるもの（±）の三群に分

第12集

けてみると，第2表の如くである。

　即ち北海道では（什）群64名（出生1万人に対し6．7），

（＋）群圏名（出生1万人対3，1），（士）群64名（出生1万

人対6．7）であり，九州全県では（什）群79名（出生1万

人対3，5），（＋）群52名（出生1万人対2．53），（士）群84

名（出生1万人対40．9）であった。

　③地域差
北海道と九州との乳児突然死の頻度を比較すると，平

均値乳児人口1万対12．4にくらぺ，北海道では16．5と

やや多く，九州でほ12，6とおおよそ平均値であった。

　又九州に於ても佐賀県は出生1万人対13．2で最も多く

福岡，宮崎は夫々8．3，8，7で少なく，他の長崎，熊本，

大分，鹿児島は約12であった。

第壊地域におけるS，LD．の頻度（昭和49年）

出 生総数 S．LD．数 S、LD。数／乳児1万人乳児数／S．1．D．1人

北海道

男女計

49，106

6，088

5，104

83

4157

16．9

6．工

6．5

591

23

06

福　　岡

男女計

38，918

6，179

5，097

32

062

8．2

．3

．3

1，216

，206

，211

佐　　賀

男女計

6，961

，668

3，629’

13

18

18．7
．5

3．2

　535
，334
757

長　　 崎

男女計・

13，866

3，326

7，192

17

835

12．3

3．5

2．9

816

40

77

熊　　本

男女計

13，525

2，908

6，433

16

733

11．8

3．2

2．5

845

59

01

大　　分

男女計

9，871

，300

9，17工

13

20

13．2
．5

0．4

　759
β29
959

宮　　崎

男女計

9，543

，758

8，301

11

16

11．5
．7

．7

　868
，752

．144　

鹿児島

男女計

13，063　　　

12，527　

25，590

15

631

11．5

2．8

2．1

871

83

25

総　　計

男女計

154，763

45，754

00，517

200

72

72

12．8

1．8

2．4

774

47

08

北海道

福　　岡

佐　　賀

長　 崎

熊　　本

大　　分

宮　　崎

鹿児島

総　　計

　女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計・

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計
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第2表　地域におけるS，LD．の頚度（什，十，士群の比較）1

朴　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　士

出生総数　SJ』D敏 皿％蜻人鋤敬 叫馳生1万人乱轍
」．D。数／

／出生1万人

　、7．1

　r6．
　　男

海道　女

　計

「49，106

46，088

195，104

1．36
128

64

7P3

．6－1

6甲7

12 215

』7

』1

35

964

　　男
岡

女　　計

、38，918

36，179

1佑，097

13』29

、4．1

3．6

3．9

36’9 乞：5

．7

1

13

1
24

3β

．

03．2

　　男
賀　女

　 計

16，961

，668

3，629

4
4
8

5．8

6．0

5．9

2
O、・

2．9

ポ0

‘5

7r18

、10乙

＝L

9

　　男
崎女
　計

13，866

3，326

7，192

35

8

2．2

．8

2．9

56

1i

3．6

∫5

ユ

　　9
　7

16

考　一 　1
5，3

9，5

　　男
本　女

　計

13，525

2，908

6，433

639

4．4

．3

．4

5
49

　　317
　　3．1
　　　　、㌔二r　3．4 　r 　．・、15

　5
　10

3．7

．8

．7

　　男
分　女

　計

9，871

，300

9，171

415
4．1

．1

．6

235 2」．0

．2

．6

7310

7．1

．2

．2

　　男
崎女』

　計

　9，543

　8，758
18，301

　6
　　　2

　8

　　6．3
　　2。3
　　4，4

　　5、
　3

　　　8

5壁2r

3．4・

4．4一

000

0．0

・0．0

』0

　　男
児島　女

　計

13，063

2，527

5，590

9312

6．9

．4

．7

3　

58

2．3

4，0、

鈍ひ

3811

i2， 3
6．4

．3

　　男
　計女』

　計

154，763

145，754

00，517

磁59143 5．4

4．1

4．8

37

必81

2．4ぴ

3－0’一

2．7

1∵　79

69

148

5．1’

」・7

．9

（什）虜危かに突然死と考えられる群

（十）　突然死の疑が濃厚なもの
（士）　突然死が疑われる もの

も？とも 突然殖明ら趣群（昔）でみると・北瀧力｛ ：女児の糊節卸ならているカ：・その他の繊で雌

一番多く（出生1万対6．7），次いで佐賀（5．9），鹿児島

（4乙7）， 宮崎（4，4），福岡（3・9）・熊本（3・4）・ 長崎（2・9）・

大分（2，6）の順であった。

④．性 菱

、A）全体からみると・男児の出生1万人に対するS・

LD。数は12，9，女児のそれは1L8でやや男児の方が条

い。 （第1舞）

　3）地域別にみて5佐賀，大分，宮崎では男児の方が

り男女差がみられない。もっとも突然死の明らかな群

（朴）でみると，佐賀，長崎を除き男児の方が多く，大分

では女児の約。4倍となラζζ』 yるす （第11，　2表）

、2） SJ ■D6の発生琴関係ある条件

①　死亡月齢く第3表r 1）

A）全体がらみ拳とg丸月〈生後8日㌣釦日）代の死

亡が17，5影と最高を占め，次いで 1力丹（14。0％）， 、2殉

月（11，3％〉≧漸減しギ6ヵ月迄の合計が全体の791g％
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第3表一l　S。L　D．の発生に及ぽす条件（死亡月齢）全体（朴＋±）

死亡月齢
男 女 計

N ％ N r％ N ％

、8d～30d 35人 17．5 30人 17．4 65人 17．5
1m　ld～ 31

15．5
21

12．2 52
14．0

2m　ld～ 22
11．0

20
11．6 42

11．3
3m　ld～ 25

12．5
13

7．6 38
10．2

4m　ld～ 19
9．5 17

9．9 36
9．7

5血ld～ 25
12．5 12

7．0 37
9．9

6m　ld～ 10
5．0 18

10．5 28
7．5

7m　ld～ 10
5．0 10

5．8 20
5．4

8m　ld～ 10
5．0 5 2．9 15

4．0

9m1（1～ 8 4．0 13
7．6 21

5．6

10m　ld～ 3 工．5 5 2．9 8 2．2

11m　Id～30d 2 1．0 8 4．7 10
2．7

記なし 0 0．0 0 0．0 0 0．0

計 200
100．0 172

100．0 372
100．0

第3表一2　S、L　D．の発生に及ぶす条件（死亡月齢）（什，＋，±群の比較）

什 十 ±

死亡月齢 男 女 計 男 女 計 男 女 計”

N人防 N人1％・N人1刷N人陵 貢人1％ N人1％ N並 醤人1％ N人懐
I　　l　　　I 1 ［ 1 『 1　　　　1 I　　　　I 1

聖　　　1　　　　1 i

　　8～30d
lm　ld～

2m　ld～

3m　ld～
4m ld～

5m　ld～

6皿．1d～

7卑1d～

8m　ld～

9m　ld～

10m　ld～

11m　Id～30d

　記なし

7
14

8
9

12

13

4
4
6
4
1
2
0

8．3

16，7

9．5

10．7

14．3

15．5

4，8

4．8

7．1

4．8

1．2

2．4

0，0

7　11．9

5　8．5

8　13．6

5　8，5

813。6

813．6
6　10．2

2　3．4

2 3．4

4　6．8

0　0．0

4　6．8

0　0．0

14

19

16

14

20

21

10

6
8
8
1
6
0

9．8

13．3

11．2

9，8

工4．0

14，7

7，0

4，2

5．6

5．6

0．7

4，2

0．0

10

5
4
5
2
5
0
2
1
1
2
0
0

27．0　　10　22．7

13．5　　4　 9．1

10．8　　　8　18．2

13，5　　14　　9．1

5．4’　0　 0．0

3．5　’　0　　0．0

0．O　　、4　　9．1

5．4　．　2　 4．5

2．7　2　4，5

2．7　4　9．1

5．4　3　6．8
0壁0　 3 6壁8

0，0　0　0，0

20

9
12

9
2
5
4
4
3
5
5
3
0

24，7　　18　22．8　　13　18，8　　31

11．1　12　15．2　 12　17．4　 24

14．8　　10　12．7　　 4　　5。8　　14

11，1　　11　13。9　　　4　　5．8　　15

2。5　56．3　913．014
6．2　　7　　8，9　　4　　5．8　 工工

4，9　　6　　7．6　　　8　11．6　　14

4，9　　4　　5．1　　6　　8．7　　10

3．7　　3　 3．8　　1　　1，4　　4

6．2　　3　　3，8　　5　　7．2　　　8

6．2　　 0　　0．0　　2　　2レ9　　2
3．7　　0　 0，0　　1　　1．4　　1

0．0　　0　0．0　0　0．0　0

20．9

16．2

9．5

10．1

9．5

7，4

9．5

6．8

2．マ

5．4

1，4

0．7

0．0

計 帥・…15gl・。…1・43i1㈱13711・軌・国脚181！1・…17gl・・砿・16911・軌。1エ4811・・、・

を占めているし

　B）性別にみても大体同様の傾向を示し，生後3ヵ月

迄におおよそ50％を占め，男女ともに月令が長ずるにつ

れ，突然死は少なくなっている。

　C）突然死の疑濃厚群（÷）と，疑われる群（士）とで

はジ矢張り0ヵ月が最高で，　1ヵ月から2カ月ゴ　3ヵ月

と月齢の長ずるにつれド突然死は少な くなる傾向にある

が，明らかに突然死と考えられる群では多少趣を異にじ

ている。

　即ち第3表一2にみるように，（什）群に於ては，最高

をしめるのは，5ヵ月14．7％であり，次いで4ヵ月14，0

％， 1ヵ月13．3％，2ヵ月11．2％となり，更｝こ0ヵ月

9、8％，3カ月9．8％の順になっている。然し，　このグ

ルーブで男女別にみると，最高を示すのは1カ月男児の
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第4衷一1　季節別のS．1．D．発生　　全体（什，＋，±〉

北 海 道 九 州 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

亜・N人卜％ 二N人1
％ 矧 ％ N　人 1％

一．叫％、 平N辻％ 刈 ％

、1月

2 1
7 、8．4

　1．2

17
　123．0

i6．8
6

24
15．3

　3。8

814

』6．8

3．4 7坑

9r 9．2

　7、1

17シ17．9
11115』1

15 に7．5

’2．5
12

26．・15．1
41

　7。0
17

豊1．0

．6

．3 6 7．2 4ヤ5．4
10r1 6．4 11ドー9．4

14 ・14．3
25 I11． 6 17』㌔ ：8．5 1 10，5

35 9．4

4 718．4
1 1．4 8 ．5．1 7 6．0 9－19．2

16 ㌔7－4』 14㌔ 7．O
10 5．8

24 6．5

5 4 4．8 5116．8 9 5．7 8、6．8 4 4．1 12｝’5．6
12 ．6．0 915．2

21 、5．6

、6 6　 7．2 1719．5
13

8．3
15

42．8
6 6．1 乙21 9、8 21二11015

13 7．6 34　 9。1

7 7； 8．4 2 2．7 9 f5』7 9二 7．7 8、 8．2 17『 7．9 16、 8．0
10

15．8 26． 7．0

8 10 』 12，0 8．、10．8
18

11．5 8’16、8
7 菖7．1 15｝ マ．0

18 1㌦9．0
15 8．7

33 8．9

9 5、6．0 1 r1．4 613．8 10べ 8』5 7’ 7．1 17・7．9 15・．7．5
8 4．7

23 6．2

10 6r 7．2 9． ユ2．2 1519．6
12

ユO．3 6、 6．1
18 「、’ －4 18「19．O

15 8．7
33 8し9

11 10
12．0 3 4．1

13 1 8．3
11 9．4 7 、7．1 18r8♂4

211
1Q．5

10 』5．8
31 8＝3

・12 14－16．9 12、16．2 26・、16．6
14 rl12．0

14 ：．14．3 285，13．0
28 114．0

26
15．1

54
14乙5

記なし Or　O．0、 0 10．O 0．Or 0．0 O 0．0 O　f　O．0 0・ 0．0 0』O．O 0 0』0 O　r　O。0

計
831

・・・…
74r…．・／157i・・… 坤・… 98／・・凱・12i51・・軌・t2・・型・72 …．。1372ゆ・・

第4表一2　季節別のS．L　D，発生　　（什）

・北 海 道 九 州 h 計

男 女 計1 男 女二一 計i 男’』 女 計

．N　人
一　　％

N人 ％
一N人卜％』 ・N入1・％

lN　％　
N　人1　　　　人

・％ノひN人卜％ ンN　人 ．％ 矧 ％

1月、L 4 11．1 7、25．0
11 ∴17．2 2 ・4．2 ユ1も3甲2 3』！318 6 r』7．1 8 13．6 14＝ ㌃9．8

．・

0 O．0 1
13．6 11．1．6

2 4．、2 3「19一 7 5：6』3 ・2を12。4
4r 6．8 6 4．2

、3 2こ　5．6
』1 ノ3，6 3 』4．・7 2 4．2 5 16，1 7 8－9 4 』4．8 6

40．2
10

7．0

．4 6 16．7 1！ 3．6 7 710，9 1112．1 4”42．9 5i 6．3 718．3
5 1 8．5

12
8．4

．5 010．0
Ol 0．0 0 0．O 2 41 2 1113』2 ・3ゴ 、3．8 2r 』2，4 1 1．．7 3 2．1

、6　「 5－113．9 3 1 10壁 7 8 ．12．5 8 ．τ6．7 3砿9．7 11》 13．・9 131，15．5 ・6 』10．2
19

13．3

．7 4 11．1
11

3．6 51、7甲8 6卜12．5 2『、6．5　　8
a1051 10，41．9

3 5．1
13 9．1

8　9 71： 19．4
．8

31r
110．7

3，6 2
10．15．6

　3，1 3
418．3

』6．3

ユ．．3．2

6．5

5F・ 6．3

1㌔6．3

11
43．1
』4．8

4r
　6，8

い5．一

15 10，写

．9

ユ0 4二11．1 7 25．0
11 、17．2 7114．6 、133．2　8 40．1 ．111：13．1 8 13．6

19
113も3

二11 2 5．6 1r 3．6 3 4．7 6破．12．5 1r3．2　
7・二8，9 81・9．5

2 3．4 10・ 7る0

／12 ユニ こ2甲8 2 7．1 3 一4．7 5’10． 4 7 、122．6　
12 脅．15，2 6『”』7．1 91、15．3

15
10」5

記なし ．0・ 0．0 0 0．0 Q 0．0 0 0．0 0こ・OlO’ 0〆0．0 O LO．0
0 0． 0 、0 1』』0．0

ユ6．7％とな って：いる。．

　②　死亡季節（第4表）

　A〉．全体からみる ど（第4表一 1）

　i）月平均31名の突然死となるが，それを上回ってい

るのは12月の54名， ．L月の41名を始め，31月，6月・1』8

月， 10月1、11月の各月であるる11月， 12月，1月の寒季

3カ月間が全体の殆を占めている。最も少、ないのは’2月

の17名で』・次い で5、月21名，1 9月 23名p、4月24名一とな1う・

ている。

　ii）季節別に12月 11月，2、月の冬季に多く（30，1％），

次いで6月，7月，8月の夏季（25％），9月，ユO月）’二11

月の秋（23％），∫春 ：（22％）・となっている。㌧L’＝～ 1三
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第4表一3　季節別のS．1．D．発生　　　（＋）

北　　海　　道 九 州 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

N人陪N人％ N人1％N人1％N人1％ N　％人

．1月

2
34

0110

O．0

．3

．3

．0

2230

　11．8

11．8

工7．6

0，0

2340

　6．9

工0，3

13．8

0．0

3253

12．0

8．0

0．0

2．0

4153

14．8
．7

8．5

1．1

73106

13．5
．8

9．2

1．5

3363

8．1

．1

6．2

．工

6383

13．6
．8

8．2

．8

96146

11．1
．4

7．3

．45
6

10

8．3

．0

12

5．9

1．8

22
6．9

6．9

10

4．0

．0

11

3．7

．7

21

3．8

．9

20
5．4

．0

23

4．5

．8

43

4．9

．7
78．9101112記なし

16．7

0．0

0，0

6．7

25．0

6，7

　0．0

0．0

305

．0

．9

．0

1．8

．0

6．9

3．8

0．0

0．3

0．3

3．8

0．0

　8．0

2．0

4．0

8．0

・OIO

2．0

O．0

14．8

1．1

．7

．4

．0

．4

．0

11．5

1．5

．8

．7

．0

．6

．0

10．8
．1

．7

0．8

．1

3．5

．O

9．1

5．9

．3

．8－

．0

．1

．0

9．9

2．3

．5

．6

．7

1．1

．0

計 1211・…11711・…129・エ・・，・国・・…1271…，。152

N人1％
N　駕人 N人防

11・…137r・・…国1・・，・r8111・・．・

第4表一4　季節別のS．1．D．発生　　（±）

北　　海　　道 九　　　　　州 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

犠、矧％、烈％ 駄11％、坐1撃 N人 IN人 ，N人匪

1日1月

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

記なし

3
0
3
1
3
1
1
3
4
0
5

11

0

8．6

0．0

8．6

2．9

8．6

2．9

2．9

8．6

11．4

0，0

14．3

31．4

0．0

8
2
0
0
4
2
1
1
0
1
2
8
0

27，6

6。9

0．0

0．0

13．8

6．9

3．4

3．4

0．0

3，4

6．9

27，6

0．O

11　17．2

2『3．1

3　4．7

1　1．6

7　10．9

3　4．7

2　3．1

4　6，3

4　6．3

1　1，6

7　10．9

19　29，7

0　0．0

3
0
4
3
5
7
1
1
6
3
5
6

』0

6．8

0．0

9．1

6．8

11．4

15．9

2．3

2．3

13．6

6．8

11．4

13．6

0，0

4　10．0

3　7．5

4　10，0

2　5．0

2　5．0

2　5．0

2　5．0

3　7．5

4　10．0

3　7．5

6　15．0

5　12，5

0　0．0

718，3　6　7．6

313．6　0　0，0
8　　9，5　　7　　8．9

56．045．1
78．3810．1
910．7 810．1
3　　3．6　　 2　　2．5

44．845．1
10　11，9　 10　 工2．7

67．133．8
11　　工3．1　　10　　工2。7

11　　13．1　　17　　21．5

0　　0．0　　0　　0，0

12　　17．4　　18

5　7．2　5
4　5．8　11

2　2．9　6
6　8，7　14

4　5．8　12

3　4．3　5

4　5，8　8
4　5．8　14

4　5，8　7
8　1ユ．6　18

13　　18．8　　30

0　0．0　0
計

12．2

3．4

7．4

4．0

9．5

8．1

3．4

5，4

9．5

4．7

12．2

20．3

0．0

3511・…12gI・・…16411－4國一・184r…，・179…．・6911・・，・エ4811・。．。

　iii）地域別に北海道では12月，1月に多く，次いで8

月となっているが，九州では12月が疲高に変りはない

が，次は3月，6月となっている。

　B）明らかに突然死と思われるグルーブ（骨）では（第

4表一2）

　i）季節別に夏季が最も多く（32，9％），次いで冬季

（24，5％），秋（25，2％）がほぽ同じ，春が一番少くなく

なっている（17，5％）。

　ii）地域別に北海道では1月に最も多く（17，2％）次

いで8月（15，6％）となっているが，九州では工2月に最

も多く（15．2％），次いで6月（13．9％）となっている。

九州の1月は3．8％で，5月の3．8駕と共に最低となっ
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第5衷一1．死亡発見時刻　　　（全体）

死亡発見時刻

1　A瓢
2

β
4
5
6

7
8
9

10

11

12

1　PM2
3
4
5
6
7
8
9

10・

11

・12

記なし

’計

男

N

3人
9

13

5
14

14

4
16

9
13

12

5

9
．＄

7
13

13

12

3
5
4
8

11

0

0

200

％

1．5

4．5

6．5

2．5

7．0

7．0

2．0

8．0

4．5、

6．5・

6，0

2．5

4．5

’4．0

3．5

6．5

6．5

1．0

1．5

2．5

2，0

4．0

5．5

0。・0

0．O

100．0

女

N

4人
11

3
2

12’

6

10

7
5
7
8
5

9
工O

l6

13

10

4

7
9

．9

、i2

5
8

0

172

％

・2．3

6． 4
117

1．2

7．0

3．5

5．8

4．1

2．9

4，1

4．7

2、9

5．2

5．8

315

7．6

5．8

2β『

4．1

5， 2
512

1．2

2．9

4，7

0．0

100．O

計

N

7人
20

16

・7

261

20

・14

23

14

20

20

10

’18

、18

13

26

23

16

’10

．真4

13

、10

16

．r二8

o

372

％

ii舞

ll　確

liit皿』

iii悟

4．8

4・8104

3．5

7，0
　　28．Oド
6し2

1．6

2．7

3．8

3．5

2』7

4．3

292

71

19．f

0．0

10010

ている。

iii）北海趨月に蝋升）群の発生はみられなカやた・

　C）突然死の疑濃厚群（十）では（第4表』3）

　i）3月が最も多く（17．3％），8月（12．3％），12月，

1月（共に11，1％）がこれについでいる。

ii）北海脚言12月1 8月・3脚3・8％で多く1九
州禰3労（・9・2％）・ 零月（13・5％）が多くな？てい喬・

　iii）北海道の4月，9月，九州の11月には突然死（十）

群¢）発生がみら、れなカ）った。

』D）黙死の獅れる群（学は（第4」4牽）』

，i）矢張り冬季に多・く・12耳が最醜示し（20β％）・

，現（12・即脱纏次いだ・
　厳 ）地域別に北海道， 九州ともに12月が最商を示し，

（士）群では夏季の発生は少なかった。

　③　死亡発見時刻（第5表）

　A）全体からみると （第5表』11）．

i） 24時間分類でみると，最少は6P・血・の6例がら1』

最多の5P．m，並びに4p・m・の26例まで2各時間に分

散していて，特別に高い時間帯はない。

　i二）1日を4つの区分，A・（A・M・1｝6〉』 ∫B（（A・

M．7－12N）1 CぐP．IM．」1← 6），』D（PiMし7－12），

に分けてみても，、A96碗…（25．8％），B101例’（27，1％）』

C104例』（28．0％〉ジ．D71例r（19．1％）で各区分φ間に余

り差は認められなかう。た。

　B）（廿）群，（十）群，（士）群の比較（第5表一2、〉：づ

　（升）群では区分C・（P．M．．1－6）にやや多く （31．5

％），区分D（P．M．6－12）に少なく（1618％）〆（診〉

群では区分B（A5MJ　r12N）が最高で1（32，1％）1
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第5表一2死亡発見時刻（什，＋，±群の比較）

死亡発

時刻

什 十 ±

男 女 計 男 計 男 女 計
聴人1％

N人 ％ N人1％、 N人 ％ N人 ％ N人1％ N人 ％ N人1％ N人擁
1A駈

743

58

0．0

．3

．6

．0

．5

　　2
　4

．7

3．4

．8

．7

．4

．7

．1

1．4

．7

．5

．5

．2

．7

人40

％28iO

2．7

．0

．4

．7

．1

．1

2．3

．5

．3

．0

．1

．8

2．5

．5

．7

．2

．6

．4

人21％25．9 2．5

．5

．9

．3

．6

．8

1．4

．2

．4

．0

0．1

．0

2．0

．7

．4

．7

．8

．0

人35勿23．6

1．2

．6

．4

．0

．3

．7

3．4

．4

．4

．8

．7．

．7

2．1

．5

．8

．3

．6

．5

入34

％23．8

5．4

3．5

．4

0．8

．4

．O

9．1

．5

．3

．0

．8

．3

7．4

．6

3．・7

．9

．2

．2

人26忽32．1 1．3

0．1

．3

．1

．8

．3

5．8

．3

．9

．3

．8

．3

3．4

．4

．7

．7

．7

．7

人41％27．7

1PM

3456

342

791

3．6

．7

．4

．3

0．7

．2

5．1

．4

．5

．8

．5

．0

4．2

．2

．3

．7

．8

．7

　■

45■o　o31．5

2．7

．7

〆7

．1

．0

．0

6．8

．8

．3

1．4

．5

．3

4．9

．9

．5

．9

．5

．2

人21％25．9 6．3

．8

．1

．8

．1

．3

4．3

．2

．0

．8

．3

．3

5．4

．4

．7

．7

．7

．7

人38劣25．7

1．2

．2

．4

．7

．2

．0

3．4

．5

．7

．7

．4

．8

2．1

．2

．1

．5

．1

．8

人24％16．8 0．0

．7

．7

．1

．7

．0

0051

10

0．0

．0

1．4

．3

．3

．O

0．0

．2

．4

．9

．5

．0

人13％16．0 2．5

．8

．3

．3

1．4

．0

7．2

．8

．3

．0

．9

．8

4．7

．7

．7

．7

．4

．7

人34％23．0

記なしII・1軌・『 ・匝・1・砿・ い1・、・ 。國・1・．・ ll。國 ・1α・1 ・1…

計国1・軌・1 5gl・・…114311・⑳ 『『37『・・軌・1441・。軌・18・1肌・ Il7g圃晦・1・4811・…

区分Dが矢張り16。0％で少なかった。（士）群では各区分

にほぽ均等に分散して各区分の間に殆ど差を認めなかっ

た。．

④　死亡の楊所（第6表）

．A）全体からみると（第6衷一 1）

自宅での死亡が44，9％と約半数を占めているが，乳

児の突舞死であれば当然の亦であろう。病院での死亡が

35，5％で，この二つを合わせると80．4％に及んでいる。

次いで診療所17．5％，その他（移送車の中等）となって

いる。

．B）（朴）群，〈十）群，（土）群各グルーブ別にみると

．（第6 衷一2〉、・．

．明らかに突然死と考えられる（什）群では 自宅が70％を

第6表一1死亡易所（全体）

死亡場所
男 女 計

N人1％ N　人 ％ N」％
病 　院

療所
産院

　　宅

の他
なし

69
34．5

18．0
．0

5．5

．O

．0

63
36．6

6．9

．0

4．2

．3

0．O

132
35．5

7．5

．0

4．9

．2

．0

計
2・・1・・軌・1 ・72巨・砿・1 3721・・軌・
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内藤他：乳児ゐ突然死に関する研究

鄭表一2死亡場所（昔出士群の比較）

什
圭

死亡場所 男 女 計 男 女、 計 男 女 計

N入1％ N人 ％ N人移、 N人防 丼骸・．N 　％人 N 　％人　、 N人 ％ 相％

病 　　院　　　〆

診療所
産．院

1　　宅

そ の3他
な　し

11

58

i3

0

12、14．3

13．1

0．0

69．0

3．6

0，Q

11

0420

　工8．6

3．3

』0．0

71．2

．、

6．8

010

23

0

16．1
．1

．9置0

9ご9

4‘9

．0

1335．1

129．7

　Q．O

232，4
1愚2．7、’

　　’14
　　／0

　　　
15

　　0
0。0、0 0・0
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故めいる．1（＋癬，（‡）群で舶宅よ りむしろ織で・、

り華亡が多くなってヤ・る・〈夫嫡・6％乳54・7％）・

9家庭の主な嚇（第壕1・2）
常用勤労者工（いわゆる 歩ワイトカラ7）が零．4％，

常用鱗極（いのる塑一カラー）が28端と纏

づつを占めている5専農は15．3％であり，ついで臨時日

傭いを主とするその他嘱するものが14・2％騨10・2』

％，、自営業816％は砺っ1た・（第7一俵〉

㈹群，（＋蹴⑳勲比穆時も・・1ほ胴様の傾

向がみられた。　・・1・　↑ 乙　　、1　「：1・

』3） 突然死の死亡原因（断診断名），（第晦）

　死亡小票ふら死亡原因の臨床診断名をみると7「．突然死

1ど明記されているゐは僅か3例（0，8％）であった。

』諭表司 、．家庭φ主な麟（全体）
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博．、業1　　　－2兼　　　農
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6その他
不 　閉幅
記　な し　

　25

39

36

』0．．

　㌦

32」116．0』
1i

』12．5

8・，亡9、0

獄19・5

二”

8．O”

＾ q，9

iくンOio

　25
13ri、14　55

　0』

　　』14．5

　　7．6

　　8．1
148 27，9 、87

　　32，

9，9意53

　　0．0

　 0，0

57

38

2105

　0

　1513
10．2

　8．6

23．4

28．2

14．2

0．0

　0．0

　　　』
『 26・lli・・∫bll ・72巨。… 菖721エ。…

，爺．壷虚
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1r、最も多い臨床診断名は窒息で31，5疹， つ恥で肺炎15，3

％，』心不全14．8％，』1先天性心疾患12，1％の順であり1急

性熱性皮膚粘膜リソバ腺症候群（M，C，L．S．）にタる、

突然死と思われる例も・．5％みられた♂（第・8表〉』ll ン…1

窒息117例の中では，如何なる理由か不明であるが丹

ただ窒息と記載されているものが， 41例（35％）ーで最も』
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第8表　突然死の死亡原因（臨床診断名）

第12集

死亡
断名　突

然　死

窒息 心不全

先天性心疾患

急粘症
膜候

呼吸不全 肺炎 気管支炎
喉頭炎 上気道炎 消化不良症

脳疾患 その他

計

朴

男　　　1

　・1

60

4
16

0
10 0

0
11 10 一〇〇 00 10 00 11

2　　　84
　　　59

計、　2

　　1．4

104

2．7

26

8．2

10．7 0
0．0

21．4 10．7 00．0 00．0 10．7 00．0 21．4
鶴器。1

十
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　　　1．2 9　8　1　1　328　3

1　8　8　2　81L19・91・21，23，734，63．71，29．9

　　　8工．9　　　2．5　　　9．9　　　100．O
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男　0　1　9　23　1　2　エ4　7女　0　3　12　20　0　1　14　1
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計　0　4　21　43　1　3　28　8　1彩　⑳　2・71生22軌1軌7aO1＆95．40．7

5　　　　18　　　　　3　　　　13　　　　　148

・312，2　2．0　8，8　100．01

計

男　1642725　1　530　9　・1。、1％　0・53λ013・51盆5軌52，51凱04，5軌05，0

　3　　14　　　200
，5　　　L5　　　7．0　　　100．0

女　2
53　28　20　1　3　27　2％　1・230・816。311．60．61．715．71．2

2　4　15　4　11　　172
2　2・3　8．7　2．3　6．4　100．0

計　3117・55　45　2　8　57　11　2％　軌831・51生81飢1砿52．21a3

3．00．5
14　26　　7　25　　372
・8　7．0　1．9　6，7　100．0

多く，ついで，布団がかかったもの29例（以．8％），吐乳

吸引19例（16・2％），うつ伏寝，乳房等による圧迫窒息16

例（工3，7％）の順であり，その他異物による窒息，絞苑

等が12例（10、3躍）みられた（第9表）。

　以上のうち解剖され死因の確かめられたものは僅か2

例に過ぎない。

　】V　考按並ぴに結論

　、我が国に於ける乳児突然死頻度調査は，昭和47年に内

藤，松島が東京都，埼玉県，川崎市及び札幌市に於ける

症例を報告したのが最初である。然し，その発生頻度は

郵児人口1万対5．6（乳児1，769人に1人の割）で欧米

の報告にくらぺるとかなり低い。これは我が国で乳児突

然死が医師にも一般にもまだ余りよく知られていない為

と，欧米では，突然死の疑のもたれるものも，死亡統計

上突然死の項目に入れられることが多い為がと考えられ

る。

　そこで本年度の研究に於ては，厚生省憎報統計部の協

力を得て，九州全県と，北海道全道の乳児死亡から，明

らかに突然死と考えられる群，突然死の疑が濃厚な群，

及び突然死の疑のもたれるもの，三群に分けて調査し，

その頻度調査・並びに乳児突恭死の発生に及ぽす条件等

について検討した。

　 1）　亀L　D．発生頻度

　①昭和49年北海道全道と九州全県に於ける出生総数

は300・517名で乳児突然死数は372名であった。頻度は

乳児人口1万対12、4（乳児808名対1名）であった6

　②乳児突然死を，明らかに突然死と思われる群（卦），

疑濃厚な群（＋），突然死が疑われるもの（±）の三群に分

けてみると，（骨）群143名（出生1万対4，8），（十）群81

名（出生1万対2，7），（±）群148名（出生1万対4，9）

であった。

　③地域差
　北海道と九州とのS，1．D．の頻度を比較すると，北

海道では出生1万対16、5，九州では12，6と北海道に多か

った。
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第9表 窒息の原困

不明窒息
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計
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25 、18　7　7』　7P643011 2ε110乱g⑳・9 10・9109！0
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計　　　　4工　r　　29＼　　、19　　　　16　　　　12　　　エエ7

、35．024．8 1、16．2　13マ　10，3100，0

　④性　　差

　全体にみても地域別にみても，r男児の方が突然死例は

多かづた。

　2）’乳児突然死の発生に関係ある条件

　①死亡月齢
　0～3ヵ月迄が約％，6カ月迄が約％を占め，』突然死

は年齢の小さい者に多く，しかも男児に多い傾向があ

る。

』③ 乖亡季節レ
　地域により，又，（升あ（＋）， （士〉のグルーブにより

多少の違はみられたが，概して冬と夏が多く，全体では

珍月に最も多く1月がこれに次ぎ，11月，12月，1月の寒

じ・季節に突然死全体の％がろられた。

③死亡時刻
1年齢の小さいものでは，夜就寝中に突然死するものが

多いと云われてい多が，今回の調査では特別の時間帯は

なかった。

　④死亡の場所
約半数（磁・9％）め競で死亡し・堺い璽鴨で9死

亡が35．5％となっている。

　⑤、家庭の主な職業

　常用勤労者が約半数を示め，その中いわゆるホワイト

カラ早23，4％，ブノレカ ラ’←28．2％となっ1ている。

　専農は15．3％， 兼農10．2％，・自営業8．6％であった。

　3）突然死の死亡原菌（臨床診断名）く、

　 ①死亡小票に記載されている臨床診断名をみるとII』

突然死と明記されているものは嘩か3例（0，8％）1であづ、

た。

　②　死亡原因は窒息が最も多く（31．5％），一り“で肺炎

（15，3％），心不全（14．8％）， 先天性心疾患（12．1％）の

順であり，rM．るCl　L一、＄』によ1る突然死と思われる例も』2

例 （0．5％）みられたら．．

　③　窒息の中原困不盟が姐例（35％）見られたが，全

く原因もつかめず死亡するのが，突然死の特徴とも云え

よ1う。

　④解剖されたも㊦は呂72名中僅か2名に過ぎず，、 突

然死の原因究明に際じて大きな障害である・一い

1，
〆
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